
府

令

・

省

令

省

令

平成™™年›月˜日 木曜日 (号外特第˜—号)官 報

第
三
十
九
条
を
削
り
、
第
三
十
八
条
を
第
三
十
九
条
と

し
、
第
三
十
七
条
を
削
る
。

第
二
章
第
一
節
第
四
款
中
第
三
十
六
条
を
第
三
十
八
条

と
し
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
を
二
条
ず
つ

繰
り
下
げ
る
。

第
二
章
第
一
節
第
三
款
中
第
三
十
一
条
を
第
三
十
三
条

と
し
、
第
二
十
二
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰

り
下
げ
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
関
す
る
事
務
」
の
下
に「（
い

ず
れ
も
検
視
指
導
室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
検
視
指
導
室
）

第
二
十
二
条

刑
事
局
捜
査
第
一
課
に
、
検
視
指
導
室
を

置
く
。

２

検
視
指
導
室
に
お
い
て
は
、令
第
二
十
三
条
第
一
号
、

第
二
号
、
第
四
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事

務
の
う
ち
検
視
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３

検
視
指
導
室
に
、
室
長
を
置
く
。

４

室
長
は
、
命
を
受
け
、
検
視
指
導
室
の
事
務
を
掌
理

す
る
。

第
十
九
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
二
章
第
一
節
第
二
款
中
第
十
八
条
を
第
十
九
条
と

し
、
第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
児
童
ポ
ル
ノ
対
策
官
）

第
十
八
条

生
活
安
全
局
少
年
課
に
、
児
童
ポ
ル
ノ
対
策

官
一
人
を
置
く
。

２

児
童
ポ
ル
ノ
対
策
官
は
、
命
を
受
け
、
令
第
十
七
条

第
四
号
、
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち

児
童
ポ
ル
ノ
（
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為

等
の
処
罰
及
び
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
一
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す

る
児
童
ポ
ル
ノ
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）に
関
す
る
事
務
並
び
に
令
第
十
七
条
第
五
号
に
掲

げ
る
事
務
の
う
ち
児
童
ポ
ル
ノ
及
び
国
外
犯
に
関
す
る

事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
百
五
十
六
条
を
第
百
五
十
七
条
と
す
る
。

第
二
章
第
三
節
第
二
款
中
第
百
五
十
五
条
を
第
百
五
十

六
条
と
し
、
第
百
五
十
四
条
を
第
百
五
十
五
条
と
す
る
。

第
百
五
十
三
条
中
「
第
百
三
十
六
条
第
三
号
」
を
「
第

百
三
十
七
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
五
十
四
条

と
す
る
。

第
百
五
十
二
条
中
「
第
百
三
十
五
条
各
号
」
を
「
第
百

三
十
六
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
五
十
三
条
と
す

る
。

第
百
五
十
一
条
中
「
第
百
三
十
四
条
各
号
」
を
「
第
百

三
十
五
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
五
十
二
条
と
す

る
。第

百
五
十
条
を
第
百
五
十
一
条
と
し
、
第
百
四
十
九
条

を
第
百
五
十
条
と
す
る
。

第
百
四
十
八
条
中
「
第
百
三
十
三
条
各
号
」
を
「
第
百

三
十
四
条
各
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
四
十
九
条
と
す

る
。第

百
四
十
七
条
を
第
百
四
十
八
条
と
し
、
第
百
四
十
六

条
を
第
百
四
十
七
条
と
す
る
。

第
二
章
第
三
節
第
一
款
中
第
百
四
十
五
条
を
第
百
四
十

六
条
と
し
、
第
百
四
十
四
条
を
第
百
四
十
五
条
と
す
る
。

第
百
四
十
三
条
中
「
第
五
十
五
条
及
び
第
五
十
六
条
」

を
「
第
五
十
六
条
及
び
第
五
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を

第
百
四
十
四
条
と
す
る
。

第
百
四
十
二
条
を
第
百
四
十
三
条
と
し
、
第
百
二
十
四

条
か
ら
第
百
四
十
一
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
百
二
十
三
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
八

号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

被
疑
者
の
取
調
べ
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
監

督
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
二
十
三
条
を
第
百
二
十
四
条
と
し
、
第
百
十
七
条

か
ら
第
百
二
十
二
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
二
章
第
二
節
第
三
款
中
第
百
十
六
条
を
第
百
十
七
条

と
し
、
第
百
三
条
か
ら
第
百
十
五
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰

り
下
げ
る
。

第
百
二
条
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第

八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

六

被
疑
者
の
取
調
べ
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
監

督
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
二
条
を
第
百
三
条
と
し
、
第
九
十
七
条
か
ら
第
百

一
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
二
章
第
二
節
第
二
款
中
第
九
十
六
条
を
第
九
十
七
条

と
す
る
。

第
九
十
五
条
第
二
項
中
「
第
八
十
六
条
第
二
号
、
第
八

十
七
条
第
二
号
、
第
八
十
八
条
第
二
号
及
び
第
八
十
九
条

第
四
号
」
を
「
第
八
十
七
条
第
二
号
、
第
八
十
八
条
第
二

号
、
第
八
十
九
条
第
二
号
及
び
第
九
十
条
第
四
号
」
に
改

め
、
同
条
を
第
九
十
六
条
と
す
る
。

第
九
十
四
条
を
第
九
十
五
条
と
し
、
第
七
十
六
条
か
ら

第
九
十
三
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
二
章
第
二
節
第
一
款
中
第
七
十
五
条
を
第
七
十
六
条

と
し
、
第
五
十
条
か
ら
第
七
十
四
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰

り
下
げ
る
。

第
二
章
第
一
節
第
七
款
中
第
四
十
九
条
を
第
五
十
条
と

す
る
。

第
二
章
第
一
節
第
六
款
中
第
四
十
八
条
を
第
四
十
九
条

と
し
、
第
四
十
七
条
を
第
四
十
八
条
と
し
、
第
四
十
六
条

を
第
四
十
七
条
と
す
る
。

第
二
章
第
一
節
第
五
款
中
第
四
十
五
条
を
第
四
十
六
条

と
し
、
第
四
十
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰

り
下
げ
、
第
三
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
警
備
情
報
対
策
室
）

第
四
十
条

警
備
局
公
安
課
に
、
警
備
情
報
対
策
室
を
置

く
。

２

警
備
情
報
対
策
室
に
お
い
て
は
、
令
第
三
十
八
条
第

一
号
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
内
外
の
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
起
因
す
る
警
備
事
象
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
。

３

警
備
情
報
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

４

室
長
は
、
命
を
受
け
、
警
備
情
報
対
策
室
の
事
務
を

掌
理
す
る
。

別
表
第
一
中
「
第
百
五
十
六
条
」
を「
第
百
五
十
七
条
」

に
、「
五
八
四
人
」
を
「
五
八
七
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府

財
務
省
令
第
二
号

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
八
十
六
号
）
第
四
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

財
務
大
臣

菅

人

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
総
理
府

大
蔵
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
三
年
」
を
「
六
年
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
令
第
四
十
二
号

国
勢
調
査
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
九
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
行
政
手
続

等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
並
び
に

国
勢
調
査
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
九
十
八
号
）
第
五
条
第
二
項
、
第
七
条
第
三
項
、
第
八
条
、
第
九
条
第
一
項
及

び
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
勢
調
査
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

国
勢
調
査
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
国
勢
調
査
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

国
勢
調
査
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
総
理
府
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
翌
月
十
五
日
」
を
「
翌
月
二
十
四
日
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
十
月
十
八
日
」
を
「
十
月
二
十
五
日
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
十
月
十
九
日
」
を
「
十
月
二
十
六
日
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
一
号
か
ら
別
記
様
式
第
三
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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